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2010年 Franca Panteさんへインタピューを行なったときL
q認知神経リハピリテーシヨンにおいて最も重聾な課題はつ
A二皇圭旦且盆主L 今年の課題は "横倉r:_i:.去る置戸勧呆"
訓融室ではできたζとが訓融室の外にでるとできない， つまり E 
できたことが定着しない白は何故つ
→ セラピストが与える曹語教示が強制的だったのではないか
本当は患者が甚相しなけれ1まならないもの多セラピス トが漫担
していた
• 餌看州自ら凄銅 L-rいけ2もような字がかりを与える
遺恨の可能性{睡容がEり槽る遭釈肢)を拡げる
ためにはどラゃったらいいのかつ
ぐう
く三亙〉
く~
行為とは，
「複合性」があり r全体性J. r鉱益性」 をもっているもの
-檀合性
アノーキンの行主与の機構
-全体性
感賞や認知的要量だけでな
く.情動的 現象学的要素を
取り入れていく
.拡彊性
身体白細分化
上手にできま し士かつ ←自宜
煙車だったときも同じようにやったで しょラかつ ←行あの褒聖
ど己に遣いがありますか今 ←比較を行な う能力
E調謂覇寵覇留置歯菌歯菌置圃
[ 正… 口一………ス引川山(伊例p何一n
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露描
E聾冨繭罰置置置函置置苗圃
く三亙〉
患者さんに「比較Jを要求しても「比較をするj といラことは簡単なζと
ではない
f比粧!t/蝿 L 、と句コこと{本 r，.習をするJことが鱒しいということで
あり，つまり世晋仲よヨFくで予告たいがh 回想川よるく iii~い と鋭明でき
る
訓練のゆで畳者が比較ができるように教育してい
く必聖がある
比粒と取り入れ在ζとで畳者に対する 「観察Jも変化した
運書世守行為の観察
く亘玉亙〉
lmパフォ ー州1"[現在のパフォーマンス叫
s 
第3者の観察 ]州 第3書の観察
健肢 )締[ 自慢 陪
豊 肢 1.[ 畳肢
行為問地粧を訓輔のどこに挿入 していくか
→剖輔の前 訓続中 訓輔桂で，屋書に応 じて選訳する
ペ五万五訂ち
Q 比駐在配憶といラζ との活用の つありかたどして理解してもよいのか
A 患者にlま長期記憶の中から温去の記憶を探し出してもらうことになるが 今度それ
を垣朔記憶に持ってきてもらう 垣則記憶に持ってこられた記置は，身体はどうで
あったかとか，そのときの感覚はどうだったb'.情動的.現象空襲的にはどう在ったか
と.むしろ記憶そのま京では怠〈 て記憶を 『表象j に変えていくというそういう作集
になってくる
そういった短期記憶のゆに持ってきた裏象というのを現在の行為であるとが， ある
いは訓練の中で行うものと比殺してもらうということを通して，それを患者さんのゆ
で明確化してもらうという作業になる
そうすることによって，過去の記憶を過去の記憶で終わらぜるので!ま怠〈て.:If敏
の中に導入されて，過去の表象と自訓練の取で行う現在の千子治と応較することによって，
その中から様々な要素が創発されてく る そしてそれによって患宥が今求で自覚して
なかった微々な乙とがわかる乙とになる 特性が創多ききれるように訓練を設定するわ
け定が.訓練によって取っていたものを活性化させてあげることによって現在の行為
の中に価値(意味づrt?)をしやすくしている
行為の制淘というよりも そういった特性を京さに自分の中に取り入れて襲得して
他の燭函でもそれを使っていけるようになることができたということだと恩う
「エコ・フィロソフィ」研究 Vol.8 別冊 シンポジウム・研究会 編 
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くヨ豆豆至きo
一行2あの配憶ー
弘行筋の組崎化の中ではf!象とか思い出すよラなE憶とは遣う配憶在
使っているのではないのか
A 行2毎回記憶というのは，いろんなタイプの配憶からできていると且
ラ 「手続き記憶Jというのはそのひとつだと思う 倒えばど己の揖儲
かによって，手続き記憶が上手くいかないといラ患者さんがいた場合で
も行島の記憶というのはいろいろなタイプの記憶からなっているので，
つのと ζ ろがだめでも他のチャンネルを通じて行為の配憶にアクセス
することは可舵だと思う また，なかなか記憶の想起が鰭しい人連に
とって， 現象学的なとこるからら入っていくチャンネルといラのはかな
り有効である 先週，ベル ト スがサン卜ルソで講潰をしたときに，こ
れまでの配憶の畏期記憶短期記憶手陣き記憶とい2うだけの分et方は
もしかしたら十分ではなく，古いカテゴライズになってきているのでは
ないかといラ冨署していた
ペイトソンが 『学習といラのは差異的認掛から始まるJと曹っている
ようにまさにそれが基本にあって，そういった置鳴で患者に現在の符
為と損傷前白行為を比粧してもらっている
したがってe 差異によって再組崎化される その再組崎化というも憧
常部分の代償という置時の再組醐化ではなくて，損傷されてしまった
部分の組輔化である それはもちろん脳の可塑性であるとか，新しい
シナプスの新生であるとか，コネクシヨンであると泊、'あるいは新し
い細胞白誕生を助けるとか，そういった野での事組輔化害行為閉塞比
較するζ とによって促していきたい
く西J〉行為能力の古曾玉〉
q伝統的なリハビリでは，欠けているものを劃り出して過去の櫨常技態に
産すといラ考え方が基本となっている しかし，この 「比較Jといラこと
をやる隈り，新たな経験に踏み出させるという聖里の方がはるかに強く
なっているのではないかという印象を聖ける つまり，欠けたものをつけ
たして元に産すといラよりは， 新たに経験的広がりを掛っていく，そして，
f創尭」や f自己組醐化Jをやらせて塵者自身の経験のあり方在置えてい
くというふラなとζろに力点が吉ているよラに理解できる
A 私たちは噛舵的代償ではなく，脳が損傷した桂白樺々な「知るブロヤ
ス」であるとか 「学習プロセス」 を通って，再組輔化在行っていくのを
刺謹していく，促進していくといラリハビリテ ションを目指している
当然.損傷があると，その聞に抑制が働くわけだが，そのあとにしばら
く縫った時点で健常な部分というのは過興奮白状監に入って，揖題して.
揖なわれている部分を代償しょラとする しかし己れはあくまでも生物
学的にいって 宜的な措置であり，それよりもそういったものを活閉し
てしまうのではなくて，無祖してでも組輔化を図るべきだと且っている
c-;-てエ一、
行為由自動化は認知神経リハピリテーシヨンのみならず，リハピリ
子 ション界全体における課題でもある また，健常杖盤への国揮を
目指してφ 欠けたとζ与を付け足す形式では根界があるζともセラピ
ストの多〈は感じていると且われる
この艶年の聞に，認知神経リハにおいて r行;0，閣比鞍Jという新た
なE聞がみられた 運動ではなく行為を「比粧するj ζとを芋がかり
として，過去白行為(経験)由記憶を活用することや患者が自ら選択
肢に直面することを繰りかえすうおに，神経システムが再構成され行
泌を創発するよラな課題の設定が重要となる
行;0，の記憶や神経系の都制も吉めたメカニズムに関しては，引き続
き今佳の課題とする
